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三

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
闘
争

府
立
医
大
で
果
敢
な
ス
ト

従
来
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
研
究
の
な

か
で
、
京
都
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
究
明

さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
藤
本
文
朗
・
藤
田
洋
ら
「
東
山
の
福

祉
と
革
新
の
源
流
を
探
る
懇
談
会
」（
電
話

０
７
５・５
４
１・５
２
７
０
）
が
、『
創
発

大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
紀
要
』（
第
一
○
号
、

二
○
一
一
年
）
に
発
表
し
た
、「
京
都
東
山
区

の
福
祉
と
革
新
の
源
流
を
探
る

Ⅲ
」
は
貴

重
な
研
究
で
す
。
た
だ
最
近
、
ト
ロ
ン
ト
大

学
研
究
員
の
二に

し
む
ら

至
村
菁せ

い

が
、
ア
メ
リ
カ
の
占

領
軍
文
書
を
使
っ
た
、『
米
軍
医
が
見
た
占

領
下
京
都
の
六
○
○
日
』（
藤
原
書
店
）
と
い

う
本
を
出
し
て
、
京
都
府
立
医
科
大
学
で
の

一
九
四
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
、
行
政
機
関

職
員
定
員
法
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
た
、
鴨い

ち
ょ
う脚

光み
つ
ま
す増
講
師
の
話
を
書
い
て
い
ま
す
。

藤
本
ら
の
研
究
は
、
私
が
前
号
で
紹
介
し

た
、『
日
本
占
領
・
外
交
関
係
資
料
第
二
期
』

の
第
七
巻
（
柏
書
房
）
の
「
京
都
事
務
局
月

報
」
を
使
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
本
の
コ
ピ

ー
は
悪
く
、
外
務
省
の
外
交
史
料
館
の
原
史

料
を
見
な
い
と
読
め
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。

「
月
報
」
第
四
○
号
（
一
九
四
九
年
一
○
月
二

○
日
）
に
よ
る
と
、「
京
都
府
・
市
両
教
育
委

員
会
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
教
員
に
辞
職
勧
告

の
件
」
と
し
て
、次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
教
育
委
員
会
で
は
さ
き
に
教
育
長
通

牒
を
も
っ
て
、
教
育
基
本
法
第
八
条
に
規
定
す

る
政
治
活
動
の
限
界
に
関
す
る
見
解
を
管
下
学

校
に
明
示
し
た
が
（
九
月
下
半
期
報
参
照
）、
今

般
好
ま
し
か
ら
ざ
る
教
員
の
整
理
を
断
行
す
る

こ
と
に
な
り
、
整
理
基
準
を
定
め
て
調
査
中
の

と
こ
ろ
、
十
月
十
日
、
二
十
一
教
員
（
小
学
校

九
、
中
学
六
、
高
校
六
）
に
辞
職
を
勧
告
し
た
。

内
政
政
治
活
動
関
係
に
よ
る
も
の
二
名
で
あ

る
。
十
三
日
現
在
勧
告
受
諾
者
は
十
四
名
で
あ

る
が
、
勧
告
拒
否
者
は
府
職
員
委
員
会
に
か
け
、

懲
戒
免
職
又
は
求
職
処
分
に
付
さ
れ
る
筈
で
あ

る
。
ま
た
京
都
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
同

様
措
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
日
二
十
七
教
員

（
小
学
校
九
、
中
学
十
二
、
高
校
六
）
に
辞
職

を
勧
告
し
た
。
内
政
政
治
活
動
関
係
に
よ
る
も

の
二
名
。
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
十
二
名
で
あ
る
。

十
三
日
現
在
勧
告
受
諾
者
は
十
三
名
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
京
都
府
市
合
わ
せ
て
四
八
名

の
小
中
高
校
の
教
員
が
、「
辞
職
勧
告
」
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
京
都
の
教
育
界
に
お
け

る
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
の
開
始
で
す
。
藤
本
に

よ
る
と
、
東
山
区
で
は
日
吉
ケ
丘
高
校
で
一

名
、
洛
東
中
学
で
二
名
の
教
師
が
レ
ッ
ド
・

パ
ー
ジ
に
あ
い
、「
中
学
生
で
あ
っ
た
」
彼

は
、「
先
生
が
校
門
で
ビ
ラ
を
ま
い
て
い
た

姿
を
お
ぼ
え
て
い
る
」
そ
う
で
す
（
前
掲
論

文
、
一
一
八
頁
）。
次
に
「
月
報
」
第
四
二
号

（
一
九
四
九
年
一
一
月
二
○
日
）
に
出
て
く
る

の
は
、「
京
都
府
立
医
大
教
授
に
対
す
る
辞
職

勧
告
及
び
同
学
生
放
校
処
分
に
関
す
る
件
」

で
す
。

　

京
都
府
立
医
大
当
局
で
は
十
一
月
八
日
付
属

女
専
教
授
、
助
教
授
四
名
（
内
三
名
は
共
産
党

員
）
に
対
し
、
又
同
九
日
教
職
員
十
四
名
に
対

し
勤
務
状
態
不
適
当
の
理
由
で
、
夫
々
十
一
日

ま
で
の
期
限
付
き
辞
職
勧
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

内
八
名
が
勧
告
を
拒
否
し
た
の
で
、
夫
々
所
定

の
手
続
き
を
経
て
免
、
休
職
処
分
に
付
し
た
。

な
お
女
専
教
授
会
勧
告
問
題
に
つ
い
て
審
議
中
、

同
会
議
の
公
開
を
迫
っ
て
部
室
に
乱
入
、
退
場

を
拒
否
し
て
遂
に
教
授
会
を
流
会
せ
し
め
た
本

科
生
、
女
専
生
等
二
十
数
名
に
対
す
る
処
分
に

つ
い
て
、
十
五
日
緊
急
教
授
会
を
開
催
審
議
の

結
果
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
十
三
条
四
項

に
よ
り
、
本
科
生
八
名
に
対
し
放
校
処
分
、
女

専
生
十
二
名
に
対
し
無
期
停
学
処
分
を
決
定
し

た
が
、
今
回
の
処
分
に
関
連
し
今
後
の
事
態
の

推
移
が
注
目
さ
れ
て
い
る

こ
の
四
九
年
に
は
、
京
都
府
下
で
公
務
員

二
、
○
三
九
人
、
民
間
五
、四
三
二
人
の
正
規

労
働
者
が
解
雇
さ
れ
て
い
ま
す
（
藤
本
前
掲

論
文
）。
も
の
す
ご
い
イ
ン
フ
レ
と
人
員
整
理

の
時
代
で
す
。

学
生
大
会
で
学
長
の
辞
職
要
求

京
都
府
立
医
大
は
、
京
大
と
な
ら
ん
で
敗

戦
直
後
の
労
働
運
動
、
学
生
運
動
が
激
し
か

っ
た
大
学
で
す
。
同
校
の
『
京
都
府
立
医
科

大
学
八
十
年
史
』（
一
九
五
五
年
）
で
は
、
宮

田
一
が
「
医
科
大
学
時
代
」
と
し
て
、
た
ん

た
ん
と
年
表
風
に
叙
述
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
引
用
し
ま
す
と
、「
第
四
期

終
戦
以
後
」

と
し
て
―

　

生
ま
れ
出
づ
る
悩
み
は
（
昭
和
）
廿
年
末
期

か
ら
い
ろ
い
ろ
の
形
で
表
わ
れ
、
学
生
の
同
盟

休
校
、
教
授
排
斥
運
動
と
云
う
様
な
形
で
あ
ら

わ
れ
る
と
同
時
に
、
民
主
化
運
動
は
労
働
組
合

運
動
と
結
び
つ
い
て
従
業
員
組
合
の
誕
生
と
な

り
、
二
十
一
年
中
は
殆
ど
組
合
運
動
の
騒
乱
に

暮
れ
た
観
さ
え
あ
る
。
昭
和
廿
年
十
一
月
、
予

科
の
生
徒
大
会
を
皮
切
り
に
、
女
専
生
徒
大
会

が
行
わ
れ
、
本
科
学
生
は
廿
八
日
学
生
大
会
を

開
い
て
、
学
生
自
治
会
の
設
立
及
右
自
治
会
に

共
済
部
の
設
置
を
承
認
す
る　

こ
と
を
要
求
し
、

厚
生
設
備
の
完
備
、
食
糧
供
給
に
関
す
る
学
校

当
局
の
援
助
、
特
別
講
義
制
度
の
設
立
、
出
欠

制
度
の
撤
廃
、
現
在
の
講
義
法
の
改
善
、
教
務

課
の
権
限
縮
小
、
学
校
行
政
へ
学
生
の
参
画
、

教
授
会
の
公
開
、
そ
の
過
去
の
速
記
録
の
即
時

公
開
、
本
学
の
発
展
を
阻
害
せ
る
教
授
会
の
閥

的
存
在
の
解
消
等
の
要
求
を
決
議
し
、
決
議
文

を
学
長
に
手
交
し
、
十
一
月
卅
日
迄
に
書
面
回

答
を
要
求
し
た
。翌
廿
九
日
夜
、学
生
は
改
め
て
、

前
日
の
決
議
に
、
学
長
の
辞
職
、
後
藤
基
幸
教

授
の
辞
職
、
荒
木
正
哉
教
授
の
反
省
要
求
の
三

項
目
を
追
加
し
た
。

学
生
大
会
で
学
長
や
教
授
の
辞
職
を
要
求

す
る
と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
鋭
な
民
主
化

要
求
で
す
。
越
智
真
逸
学
長
は
、
三
○
日
正

５
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午
、
出
欠
制
度
の
撤
廃
に
対
し
て
は
、
当
該

教
授
の
意
向
に
よ
る
、
教
務
課
権
限
縮
小
、

教
授
会
内
派
閥
の
存
在
の
件
は
否
認
、
そ
の

他
は
承
認
の
回
答
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
学

生
は
こ
れ
を
不
満
と
し
て
、
特
に
追
加
要
求

の
回
答
を
求
め
ま
す
。
結
局
、
一
二
月
二
日

か
ら
学
生
が
「
自
由
行
動
」
に
入
り
、
学
長
、

後
藤
教
授
の
辞
任
、
荒
木
教
授
の
反
省
で
解

決
し
ま
す
。
翌
四
六
年
二
月
に
は
、
学
長
は

越
智
か
ら
勝
義
孝
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
勝

学
長
と
い
う
の
は
評
判
の
悪
い
人
物
で
し
た
。

し
か
し
、
四
五
年
末
か
ら
「
学
内
輿
論
の
適

正
な
る
反
映
機
関
と
し
て
京
都
府
立
医
科
大

学
協
議
会
設
置
の
声
が
揚
り
」、教
授
団（
二
）、

予
科
教
授
団
（
二
）、
女
専
教
授
団
（
二
）、

助
教
授
講
師
団
（
三
）、
助
手
副
手
団
（
五
）、

雇
傭
人
団
（
五
）、
学
生
自
治
団
（
五
）、
予

科
生
徒
自
治
団
（
四
）、
女
専
生
徒
自
治
団

（
四
）、看
護
婦
自
治
団（
五
）（
数
字
は
委
員
数
）

の
学
長
の
諮
問
や
各
団
体
の
提
案
を
協
議
す

る
機
関
が
作
ら
れ
、
毎
月
二
回
の
会
合
が
持

た
れ
て
い
ま
す
。
全
学
の
協
議
会
と
し
て
は
、

全
国
で
も
早
い
事
例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

第
二
組
合
つ
く
り
共
産
系
を
追
放

翌
四
六
年
五
月
に
は
―

　

病
院
に
従
業
員
組
合
が
結
成
さ
れ
、
当
初
約

八
十
の
組
合
員
を
擁
し
、
夏
の
飢
餓
突
破
資
金

の
要
求
を
皮
切
り
に
活
発
な
る
活
動
を
開
始
し

た
。
其
の
中
、
外
部
団
体
或
は
外
部
の
従
業
員

組
合
が
応
援
し
、
一
団
と
な
っ
て
学
長
を
罐
詰

し
た
り
、
労
働
歌
を
高
唱
し
な
が
ら
病
院
の
廊

下
を
土
足
で
暴
れ
廻
っ
た
り
、
発
電
所
、
電
話

交
換
室
を
占
拠
し
た
り
、
病
院
の
煙
突
に
赤
旗

を
立
て
た
り
す
る
な
ど
労
働
組
合
運
動
の
本
来

足
立
興
一
教
授
が
、
教
授
会
で
辞
職
に
追
い

込
ま
れ
る
と
聞
い
た
学
生
三
○
名
ほ
ど
が
教

授
会
に
駆
け
つ
け
ま
す
。
す
る
と
―

　

附
属
女
子
専
門
教
授
会
開
催
の
時
、
本
科
三

回
生
福
田
彌
一
、
内
藤
三
樹
郎
及
び
二
回
生
平

井
正
也
、
田
阪
正
利
、
門
脇
一
郎
、
谷
沢
三
郎
、

木
村
昭
、
上
田
好
治
、
傍
聴
の
た
め
入
場
し
た
。

本
教
授
会
は
在
来
非
公
開
で
あ
っ
た
が
、
此
時
、

足
立
、
竹
沢
両
教
授
よ
り
公
開
せ
よ
と
の
提
案

あ
り
、
採
決
の
結
果
非
公
開
の
再
確
認
を
見
た

る
を
以
て
、
勝
部
長
、
水
野
教
務
課
長
よ
り
退

去
を
要
求
せ
る
も
応
ぜ
ず
、
遂
に
教
授
会
は
流

会
と
な
っ
た
。
越
え
て
十
五
日
、
本
学
教
授
会

に
於
て
、
去
る
九
日
の
女
専
教
授
会
流
会
の
因

を
な
し
た
る
前
記
八
名
を
学
則
第
三
四
条
に
よ

っ
て
放
学
す
る
事
に
決
定
し
た
。
但
、
十
一
月

十
九
日
迄
に
退
学
願
を
提
出
す
る
者
は
退
学
を

認
め
る
（
田
阪
の
場
合
は
廿
一
日
迄
）
と
い
う

猶
予
期
間
を
附
し
た
。
田
阪
、
門
脇
の
両
人
は

猶
予
期
間
内
に
退
学
し
た
が
、
他
の
六
名
は
遂

に
放
学
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
、「
同
月
、
助
教
授
野
中
彌

一
、
女
専
教
授
足
立
興
一
、
同
竹
沢
徳
敬
は
、

地
方
自
治
体
法
附
則
第
五
条
に
よ
り
官
吏
分

限
令
第
十
一
条
第
四
号
を
準
用
し
て
解
職
を

命
ぜ
ら
れ
、
技
手
赤
塚
豊
、
看
護
婦
長
竹
中

幸
も
同
時
に
解
職
を
命
ぜ
ら
れ
」
ま
す
。
こ

の
時
、
一
四
名
の
学
校
関
係
者
の
レ
ッ
ド
・

パ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
学
生
自
治
会
も
潰
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

放
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
福
田
ら
六
名
の
学
生

は
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
京
都
地
方
裁
判
所

に
勝
学
長
を
提
訴
し
ま
す
。
彼
ら
の
弁
護
は
、

能
勢
克
男
、
小
林
為
太
郎
、
高
山
義
三
、
坪

野
米
男
、
木
村
得
一
と
い
う
当
時
の
京
都
の

進
歩
派
弁
護
士
が
総
力
で
あ
た
り
、
地
裁
で

の
枠
を
逸
脱
し
た
。
破
壊
的
な
闘
争
と
云
う
面

が
著
し
く
な
っ
て
来
た
の
で
、
患
者
は
減
少
し
、

赤
の
病
院
に
は
お
け
ぬ
と
親
に
連
れ
帰
ら
る
ゝ

看
護
婦
も
あ
る
と
云
う
有
様
で
、
憂
う
べ
き
様

相
を
呈
し
て
来
た
の
で
、
病
院
、
大
学
の
前
途

を
思
う
同
憂
の
人
々
立
っ
て
、
第
二
組

合

と
し
て
職
員
組
合
を
組
織
し
穏
健
な
る
組
合
運

動
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
大
学
病
院
の
側
か
ら
見
た
記
述
で

す
が
、
府
立
医
大
病
院
が
「
赤
の
病
院
」
と

い
う
評
判
が
立
っ
て
い
た
の
は
事
実
で
、
患

者
数
も
激
減
し
て
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い
ま

し
た
。
大
学
側
は
、
四
六
年
一
○
月
に
、
第

二
組
合
と
「
労
働
協
約
」
を
結
ん
で
、
従

業
員
組
合
を
「
自
然
消
滅
」
に
追
い
込
ん
で

行
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
レ
ッ
ド
・
パ

ー
ジ
が
必
要
に
な
り
、
組
合
弾
圧
と
と
も
に

共
産
党
系
教
職
員
の
追
放
が
始
ま
り
ま
す
。

四
九
年
一
一
月
九
日
、
解
剖
学
の
講
座
か
ら

図
書
係
の
閑
職
に
追
わ
れ
て
い
た
女
専
部
の

は
勝
利
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
勝
学
長
は

最
高
裁
に
ま
で
上
告
し
、
一
名
の
学
生
上
田

に
つ
い
て
は
教
授
会
の
流
会
後
に
入
室
し
た

と
い
う
大
阪
高
裁
の
判
決
は
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
残
り
の
五
名
の
学
生
の
処
分
は
正
当
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
阪
高

裁
で
は
、
学
生
側
の
放
学
処
分
執
行
停
止
の

申
し
込
み
を
し
た
の
に
対
し
て
、
内
閣
総
理

大
臣
吉
田
茂
の
指
揮
権
発
動
に
よ
っ
て
、
申

請
が
却
下
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、
こ
の
裁
判

は
一
躍
有
名
に
な
り
ま
す
。
大
西
芳
雄
（『
民

商
法
雑
誌
』
三
巻
六
号
）、覚
道
豊
治
（
同
号
）、

橋
本
公
亘（『
教
育
判
例
百
選
』）、室
井
力（『
行

政
百
選
』
Ⅰ
）、盛
秀
雄
（
大
阪
学
院
大
学
『
法

学
研
究
』
五
巻
一
号
）
な
ど
で
多
く
の
法
学

者
が
、
こ
の
裁
判
を
論
じ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
論
者
も
大
学
側
の
処
分
が
重
す
ぎ
る
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
退
学
者
は

三
年
、
放
校
処
分
を
受
け
た
者
は
、
六
～
八

年
で
、
望
月
成
人
学
長
の
時
に
復
学
が
許
さ

れ
ま
す
が
、
二
名
の
学
生
は
戻
ら
ず
、
医
師

へ
の
途
を
断
念
し
ま
す
（『
京
都
府
立
医
科
大

学
百
年
史
』
一
九
七
四
年
）。

「
赤
色
教
授
追
放
」
の
記
事

翌
五
○
年
に
な
る
と
朝
鮮
戦
争
も
起
こ
り
、

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
神
谷
信
之
助
（
後
に
共
産
党

参
議
院
議
員
）
が
労
組
の
委
員
長
に
な
り
、

福
田
定
一
（
司
馬
遼
太
郎
）
が
副
委
員
長
だ

っ
た
こ
と
で
有
名
な
『
新
日
本
新
聞
』
は
、

八
月
一
五
日
付
の
紙
面
の
ト
ッ
プ
で
、
関
西

の
大
学
の
「
学
園
に
吹
く
嵐
」
と
し
て
、「
赤

色
教
授
追
放
迫
る
」
と
し
て
、
レ
ッ
ド
・
パ

府立医大民主化運動集会の演壇に立つ野中彌一助教授
（野中彌一遺稿集『紅葉と赤旗と』より）

６



燎　原　　第 224 号（2016 年５月 15 日）

ー
ジ
の
対
象
者
の
氏
名
を
公
表
し
ま
す
。
ま

ず
「
赤
の
牙
城

京
大
経
済
学
部
」
と
し
て
、

松
井
清
、
堀
江
英
一
、
岡
部
利
良
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
シ
ン
パ
（
同
調
者
）
と

し
て
木
原
正
雄
、
吉
村
達
次
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
彼
ら
は
「
理
論
経
済
学
派
に
立
つ
青
山

秀
夫
教
授
と
対
立
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
」

と
報
じ
て
い
ま
す
。

京
都
府
立
医
科
大
学
で
は
、「
か
つ
て
非
協

力
の
名
の
も
と
に
野
中
助
教
授
他
二
、三
名
の

党
員
を
追
放
し
た
」
が
、「
立
命
大
と
と
も

に
今
な
お
共
産
党
の
巣
窟
で
あ
り
、
細
胞
員

八
十
一
名
を
数
え
」
て
い
る
と
し
て
、
足
立
、

竹
沢
ら
の
教
員
を
は
じ
め
、
八
名
の
イ
ン
タ

ー
ン
、
九
名
の
技
術
員
が
い
る
と
し
ま
す
。

同
志
社
は
、「
三
名
」
し
か
い
な
い
と
聞
く
が
、

ド
イ
ツ
語
の
和
田
洋
一
、
経
済
の
住
谷
悦
治

ら
の
他
二
、三
名
と
し
て
、
し
か
し
「
宗
教
を

否
定
す
る
共
産
党
が
宗
教
の
殿
堂
に
ま
で
侵

入
し
た
か
と
び
っ
く
り
す
る
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
名
前
の
あ
が
っ
て
い
る
教
員
た

ち
は
、
府
立
医
大
の
人
以
外
は
殆
ど
知
っ
て

い
ま
す
が
、
共
産
党
員
ど
こ
ろ
か
共
産
党
に

か
な
り
厳
し
い
意
見
を
言
う
人
も
混
じ
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
書
い
た
も
の
を

読
め
ば
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
番
ひ
ど

い
こ
と
を
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
立
命
館
大

学
で
す
。「
学
校
資
金
横
領
か

共
産
党
に

貢
ぐ
赤
教
授
」
と
し
て
、
特
に
末
川
博
総
長

を
攻
撃
し
て
い
ま
す
。
末
川
総
長
を
支
え
る

「
赤
色
教
授
」
と
し
て
は
、法
学
部
北
山
茂
夫
、

浅
井
清
信
、
西
村
信
雄
、
阿
部
矢
二
、
細
野

武
男
、
前
芝
確
三
、
文
学
部
奈
良
本
辰
也
、

林
屋
辰
三
郎
、
岩
井
忠
熊
か
ら
立
命
館
中
高

の
校
長
ま
で
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
立

命
館
「
大
学
財
務
部
で
約
三
万
円
づ
つ
二
回
、

学
友
会
で
約
十
六
万
円
が
、
資
金
か
ら
い
と

も
巧
妙
に
引
き
出
さ
れ
」、
共
産
党
に
貢
が
せ

て
い
る
、
と
い
っ
た
デ
マ
も
流
し
て
い
ま
す
。

立
命
館
内
の
反
末
川
派
が
動
く

し
か
し
、
こ
の
デ
マ
に
呼
応
す
る
か
の
よ

う
に
、
立
命
の
内
部
で
も
末
川
総
長
を
追
放

す
る
陰
謀
が
す
す
み
ま
す
。
非
合
法
共
産
党

の
機
関
紙
『
京
都
の
友
』（
編
集
・
印
刷
発

行
人

佐
々
木
芳
美
、『
戦
後
日
本
共
産
党

資
料
』
不
二
出
版
所
収
）
の
第
三
二
号
（
五

○
年
一
○
月
一
七
日
）
に
は
、「
末
川
総
長
追

放
の
陰
謀
」
と
し
て
、「
元
凶
飯
田
氏
ら
一
斉

に
策
動

警
察
と
結
ぶ
立
命
反
動
陣
」
と
い

う
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す
。
事
件
の
経
過
は
、

一
○
月
一
四
日
の
号
外
「
末
川
総
長
総
長
追

放
の
陰
謀

立
大
生
「
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
反
対
」

に
立
つ
」
と
い
う
記
事
の
方
が
詳
し
い
の
で
、

同
記
事
を
引
用
し
ま
す
。

　

か
ね
て
立
命
館
内
の
反
末
川
派
と
云
わ
れ
て

い
た
飯
田
（
は
ん
だ
）
五
男
（
神
山
高
校
々
長
）、

文
学
部
白
川
、
経
済
学
部
丸
谷
、
津
田
教
授
は

レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
反
対
闘
争
の
激
化
と
飯
田
氏
の

教
育
委
員
立
候
補
と
前
後
し
て
一
斉
に
動
き
出

し
た
。

　

飯
田
氏
は
度
々
文
部
省
に
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の

名
簿
を
報
告
し
て
、
お
ほ
め
に
預
か
っ
た
と
云

わ
れ
て
い
る
が
、
丸
谷
教
授
も
「
末
川
は
秘
密

党
員
だ
、徳
球
（
徳
田
球
一
）
が
宇
治
に
来
た
時
、

会
い
に
行
っ
た
」
と
言
明
。
白
川
教
授
は
教
室

で
「
立
命
館
か
ら
二
十
六
名
の
教
授
を
追
放
し

な
け
れ
ば
本
校
は
潰
さ
れ
る
」
と
宣
伝
。
十
一

日
、
戦
時
中
軍
国
主
義
を
鼓
舞
し
た
禁
衛
隊
の

残
党
は
、「
共
産
党
員
某
は
、
学
友
会
の
厚
生
事

業
費
と
称
し
て
六
万
円
を
党
の
資
金
に
つ
か
い

込
ん
だ
」、「
共
産
党
教
授
は
自
分
の
給
料
を
学

生
党
員
に
与
え
て
い
る
」
等
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

デ
マ
宣
伝
を
集
中
、
十
二
日
中
立
売
署
公
安
は
、

全
大
学
有
志
委
員
長
大
西
氏
に
対
し
、
十
三

日
か
ら
学
内
の
政
治
活
動
（
ビ
ラ
、
演
説
）
を

禁
止
す
る
、
で
な
い
と
学
園
祭
（
十
四
日
か
ら

二
十
四
日
迄
）
を
中
止
さ
す
意
向
だ
と
語
っ
た
。

又
立
大
当
局
の
一
部
は
、「
今
度
の
教
育
委
員
選

挙
に
学
生
は
お
と
な
し
く
し
て
呉
れ
」
と
云
っ

た
。（
後
略
）

そ
し
て
「
十
二
日
の
二
部
学
生
大
会
を
弾

圧
し
た
」
と
し
て
い
ま
す
（『
京
都
の
友
』
第

三
二
号
）。
こ
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
の
中
心
に

な
っ
て
動
い
た
の
は
、
後
に
中
国
文
学
研
究

の
大
家
に
な
る
白
川
静
で
す
。
白
川
は
戦
後

の
立
命
館
が
、
戦
犯
と
し
て
公
職
追
放
し
た

文
学
部
の
小
泉
苳
三
ら
と
親
し
い
関
係
で
し

た
。
立
命
館
は
、
戦
前
の
禁
衛
隊
や
国
防
研

究
所
な
ど
の
活
動
で
、
G‌

H‌

Q
か
ら
「
戦
犯

大
学
」
と
睨
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
理

事
長
の
石
原
広
一
郎
は
、
戦
前
の
京
大
事
件

で
京
大
を
追
わ
れ
た
末
川
博
を
総
長
に
も
っ

て
く
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。
末
川
は
、
こ
の

時
京
大
に
法
学
部
長
と
し
て
戻
る
話
や
、
大

阪
市
大
に
行
く
話
が
あ
っ
た
の
に
、
あ
え
て

貧
乏
私
学
の
立
命
館
を
選
び
ま
す
。

し
か
し
白
川
ら
学
内
の
右
翼
勢
力
か
ら
は

目
の
敵
に
さ
れ
ま
す
。
白
川
は
、
苦
学
の
人

で
す
か
ら
、
京
阪
商
業
学
校
（
現
在
の
守
口

高
校
）
で
簿
記
も
習
得
し
て
お
り
、
実
務
に

も
明
る
い
人
物
で
し
た
（『
回
想
九
十
年
』
平

凡
社
）。
そ
こ
で
経
理
責
任
者
の
共
産
党
へ
の

資
金
流
用
を
告
発
し
て
、
末
川
を
辞
職
に
追

い
込
も
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
不

起
訴
に
な
り
、
本
来
な
ら
白
川
が
立
命
館
を

去
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
末
川

は
報
復
人
事
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
後
、

白
川
は
一
度
も
文
学
部
の
教
授
会
に
出
席
せ

ず
、
研
究
に
没
頭
し
て
中
国
文
学
の
大
家
に

な
り
ま
す
（
岩
井
忠
熊
談
）。
飯
田
も
教
育
委

員
に
は
落
選
し
て
い
ま
す
（『
京
都
の
友
』）。

全
学
連
の
10
月
闘
争
に
共
闘
せ
ず

五
○
年
の
九
月
五
日
に
は
、「
共
産
主
義

者
の
公
職
か
ら
の
排
除
の
件
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
天
野
貞
祐
文
部
大
臣
が
二
七
日
に

は
、「
教
職
員
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
は
一
〇
月

上
旬
、
政
令
第
六
二
号
に
よ
っ
て
行
う
」
と

い
う
談
話
を
発
表
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
全
学

連
の
〝
一
〇
月
闘
争
〟
が
組
ま
れ
ま
す
。
法

政
大
学
、
東
大
教
養
学
部
、
早
稲
田
文
学
部
、

中
央
大
学
、
東
京
外
大
な
ど
の
各
自
治
会
で

は
試
験
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
立
ち
あ
が
り
ま
す
。

学
生
の
処
分
者
だ
け
で
も
、
東
大
で
二
五
人
、

中
央
で
一
〇
人
、
法
政
で
三
一
人
に
の
ぼ
り

ま
す
。
と
り
わ
け
一
月
一
七
日
の
早
稲
田
の

集
会
で
は
、
三
〇
〇
〇
人
の
学
生
が
動
員
さ

れ
、
九
〇
〇
人
の
警
察
官
が
導
入
さ
れ
て
、

一
四
三
人
の
学
生
が
逮
捕
さ
れ
、
九
五
人
の

除
籍
処
分
が
発
表
さ
れ
ま
す
（「
第
一
次
早
大

事
件
」
と
言
い
ま
す
）。（
手
島
繁
一
「
占
領

下
の
学
生
運
動
」、
五
十
嵐
仁
編
『「
戦
後
革

新
勢
力
」
の
奔
流
』
大
月
書
店
）。

と
こ
ろ
が
京
都
府
学
連
や
京
大
同
学
会

は
、
こ
の
全
学
連
の
一
〇
月
闘
争
に
共
闘
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
全
学
連
の
指
導
部

７
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が
共
産
党
の
宮
本
顕
治
指
導
下
の
「
国
際

派
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
京
大
や
京
都

府
学
連
が
圧
倒
的
に
徳
田
球
一
ら
の
「
所
感

派（
主
流
派
）」だ
っ
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

一
〇
月
に
日
本
レ
ー
ヨ
ン
や
島
津
製
作
所
、

井
上
電
気
な
ど
の
企
業
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ

が
進
み
、
前
述
し
た
小
中
高
校
や
立
命
末
川
、

京
都
大
学
経
済
学
部
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
も

進
み
ま
す
（『
京
都
の
友
』
一
〇
月
）
こ
れ
に

対
し
て
は
、
全
学
連
の
中
央
は
も
ち
ろ
ん
、

京
都
府
学
連
内
部
で
も
「
国
際
派
」
が
主
導

権
を
も
っ
て
い
た
、立
命
館
の
二
部
（
夜
間
部
）

や
京
都
人
文
学
園
か
ら
も
突
き
上
げ
が
起
こ

っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
一
一
月
か
ら
の
京
大
の

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
闘
争
は
、「
極
左
的
相

貌
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
激
し
く
な
り
ま
す
（
南

敏
雄
「
関
西
に
お
け
る
反
対
派
・
分
裂
主
義

者
グ
ル
ー
プ
と
の
闘
争
」『
学
生
評
論
』
第
八

号
、
一
九
五
一
年
、『
資
料

戦
後
学
生
運
動

二
』
三
一
書
房
）。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
後

に
京
都
府
学
連
分
裂
の
キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
ま

す
。警

官
導
入
し
た
京
大
「
前
進
座
事
件
」

こ
の
京
大
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
闘
争
の

動
き
が
わ
か
る
資
料
が
、「
思
想
事
件
に
関
す

る
連
絡
照
会
綴

学
生
部
」
と
し
て
、
東
北

大
学
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。「
昭
和

二
十
五
年
十
二
月
八
日

京
都
大
学
輔
導
部

長

田
代
秀
徳
（
印
）」
と
し
て
、「
東
北
大

学
学
生
部
長
殿
」に
宛
て
た
も
の
で
す
。「
十
一

月
二
十
五
日
及
同
二
十
七
日
の
不
法
学
生
大

会
に
つ
い
て

京
都
大
学
」
と
い
う
文
書
で

は
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

去
る
十
月
東
京
方
面
に
起
っ
た
学
生
騒
擾
事

件
は
一
応
終
熄
を
み
た
が
、
実
力
闘
争
に
よ
る

学
生
運
動
が
関
西
方
面
に
移
さ
れ
る
気
配
が
濃

厚
と
な
っ
て
来
た
。
果
し
て
同
学
会
は
、
十
一

月
二
十
五
日
を
期
し
て
民
族
の
独
立
と
学
問
思

想
の
自
由
を
守
る
た
め
に
「
民
族
独
立
・
戦

争
反
対
・
レ
ッ
ド
パ
ー
ヂ
粉
砕
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
」
と
称
す
る
市
街
デ
モ
を
計
画
し
、

二
十
一
日
市
公
安
委
員
会
へ
、
許
可
申
請
を
し

た
が
、
二
十
四
日
こ
れ
は
不
許
可
と
な
っ
た
。

更
に
二
十
七
日
を
期
し
て
民
族
の
独
立
と
学
問

思
想
の
自
由
を
守
る
た
め
に
「
三
法
案
反
対
、

レ
ッ
ド
パ
ー
ヂ
反
対
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
称
す
る
市
街
デ
モ
を
計
画
し
、
二
十
四
日
許

可
申
請
を
し
た
が
、
こ
れ
も
、
亦
二
十
六
日
不

許
可
と
な
っ
た
。
然
る
に
、
偶
々
二
十
一
日
午

後
同
学
会
演
劇
部
が
主
催
者
と
な
っ
て
、
前
進

座
の
河
原
崎
国
太
郎
等
を
招
聘
し
て
、
学
生
と

懇
談
す
る
為
「
前
進
座
と
語
る
会
」
の
開
催
を

大
学
に
申
請
し
た
が
、
翌
二
十
二
日
分
校
新
穂

館
で
の
開
催
に
関
し
て
、
問
題
が
起
っ
た
。
大

学
は
そ
の
責
任
に
於
て
、
一
旦
開
催
を
許
可
し

た
の
で
あ
っ
た
が
、
二
十
二
日
に
到
り
警
察
側

よ
り
突
如
、
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
二
五
号

に
抵
触
の
懼
れ
が
あ
る

と
し
て
警
察
官
の
立
会

を
要
求
し
て
来
た
。
大

学
は
学
内
集
会
に
学
外

者
の
介
入
を
極
力
避
け

る
べ
く
警
察
側
と
交
渉

を
続
け
て
い
る
間
に
、

　

時
刻
が
迫
っ
て
、
こ

の
会
が
開
催
さ
れ
る
に

到
っ
た
の
で
、
大
学
は

一
応
そ
の
中
止
を
命
じ

た
。
そ
の
際
川
端
警
察

署
長
も
事
態
を
憂
慮
し

て
現
場
に
来
て
い
た
の

で
、
学
生
等
の
要
求
に

よ
り
署
長
は
、
警
察
側

の
見
解
を
学
生
代
表
に
説
明
し
た
が
、
そ
の
時
、

既
に
派
遣
さ
れ
た
警
官
隊
は
正
門
前
道
路
上
に

待
機
し
て
い
た
。
そ
し
て
説
明
を
終
へ
た
署
長

の
退
出
に
当
り
、
こ
れ
を
妨
害
す
る
学
生
八
十

名
と
警
官
隊
と
の
間
に
揉
み
合
が
起
っ
た
が
、

大
学
側
の
努
力
と
、
警
官
隊
の
引
揚
と
に
よ
っ

て
、
よ
う
や
く
鎮
静
に
帰
し
、
こ
の
会
は
、
結

局
続
行
不
可
能
と
な
っ
た
侭
解
散
し
た
。

こ
れ
が
よ
く
京
大
の
「
前
進
座
事
件
」

と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
京
大
同
学
会
と

京
都
府
学
連
書
記
局
の
「
京
都
に
お
け
る

反
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
闘
争
」（
一
九
五
○
・

一
一・二
九
、『
資
料

戦
後
学
生
運
動

二
』）

と
い
う
文
書
に
よ
る
と
、
大
学
が
「
警
官

二
百
名
を
学
内
に
乱
入
さ
せ
、
大
学
か
ら
輔

導
部
長
・
学
生
課
長
を
初
め
学
生
を
正
門
か

ら
追
出
し
た
。「
俺
達
の
学
園
を
守
れ
」
と
学

生
二
百
名
は
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
数
名
の
負

傷
者
を
出
し
た
が
一
名
の
検
束
者
警
官
を
退

去
さ
せ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
事
件
を
目
撃
し

て
い
た
京
大
作
家
集
団
の
宮
川
裕
行
は
、「
武

装
警
官
百
五
十
名
が
、
学
内
の
学
生
を
排
除

し
て
、
一
時
学
校
を
占
拠
す
る
」
と
語
っ
て

い
ま
す
（「『
捨
子
物
語
』
の
世
界
」、
埴
谷
雄

高
編
『
高
橋
和
巳
論
』
河
出
書
房
新
社
）。
こ

の
よ
う
に
微
妙
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
大

量
の
武
装
警
官
隊
の
学
内
占
拠
に
、
学
生
た

ち
が
驚
き
怒
っ
た
の
は
事
実
で
し
ょ
う
。

京
大
の
「
報
告
書
」
を
見
る

も
う
少
し
京
大
の
報
告
書
を
見
る
と
、「
同

学
会
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
、
警
察
へ
の
抗

議
を
大
学
に
申
入
れ
る
と
共
に
、
他
方
こ

の
事
態
に
乗
じ
て
、
禁
止
さ
れ
た
市
街
デ
モ

に
代
わ
る
政
治
的
意
図
を
も
つ
全
学
抗
議

大
会
を
計
画
し
、
二
十
五
日
午
後
一
時
よ
り

法
経
第
一
教
室
に
こ
れ
を
開
催
し
た
い
旨
を

二
十
四
日
朝
大
学
に
申
請
し
て
来
た
。
大
学

は
直
ち
に
輔
導
会
議
を
開
催
し
て
、
こ
れ
を

促
進
す
る
こ
と
ゝ
し
、
又
二
十
五
日
の
抗
議

大
会
は
」「
そ
の
内
容
が
政
治
的
意
図
を
含
み
」

「
そ
の
手
続
き
が
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
。
同
学
会
が
停
学
処
分
中
の
学
生

（
水
口
春
樹
）
を
口
ら
に
委
員
長
と
し
て
、
責

任
者
と
し
て
主
催
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ

れ
を
承
認
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
」。
と
こ

ろ
が
―

　

学
生
等
は
二
十
五
日
早
朝
よ
り
ビ
ラ
、
ポ
ス

タ
ー
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
大
型
看
板
等
を
許
可
な

く
散
布
、
掲
出
し
て
、
活
発
に
宣
伝
を
行
っ
た
。

大
学
は
大
会
強
行
の
気
配
を
察
知
し
て
、
こ
の

大
会
が
大
学
の
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

念
の
為
に
掲
示
に
よ
り
学
内
に
周
知
せ
し
め
た
。

当
日
は
午
前
か
ら
輔
導
会
議
を
開
催
中
で
あ
っ

た
が
、
学
生
の
一
部
は
、
学
長
室
前
廊
下
に
来

り
、
学
長
に
大
会
禁
止
の
理
由
の
説
明
を
求
め
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て
、
面
会
を
強
要
し
て
已
ま
ず
、
更
に
一
部
学

生
は
会
議
を
一
旦
終
了
し
て
退
庁
せ
ん
と
す
る

学
長
を
追
っ
て
こ
れ
に
迫
り
、
学
長
の
乗
車
せ

ん
と
す
る
自
動
車
を
抑
止
し
こ
れ
を
制
止
せ
ん

と
す
る
小
使
を
投
打
す
る
等
の
言
語
に
絶
す
る

暴
挙
に
出
た
。
又
大
学
は
学
外
者
が

大
会

に
来
場
し
て
不
穏
の
事
態
が
発
生
す
る
事
を
憂

慮
し
て
本
部
の
各
門
を
閉
鎖
し
入
構
取
締
り
を

行
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
、
一
部
の
学
生

が
門
扉
を
開
か
ん
と
し
て
守
衛
と
の
競
り
合
ひ

を
惹
起
し
た
。

午
後
一
時
過
中
央
図
書
館
前
広
場
に
停
学
処

分
中
の
学
生
を
議
長
と
し
て
全
学
抗
議
大
会
が

不
法
に
強
行
さ
れ
、
約
三
百
五
十
名
の
学
生
が

こ
れ
に
参
加
し
た
。
大
学
は
直
ち
に
解
散
退
去

す
べ
き
命
令
を
数
次
に
亘
り
発
し
た
が
、
学
生

等
は
大
会
を
続
行
し
、
前
進
座
事
件
に
つ
い
て

大
学
が
警
察
に
抗
議
す
る
こ
と
、
大
会
開
催
の

責
任
が
大
学
、
警
察
側
に
あ
る
こ
と
、
等
の
決

議
を
行
い
、
傍
ら
輔
導
部
長
室
に
は
大
会
禁
止

理
由
の
説
明
を
求
め
て
学
生
等
が
絶
え
ず
押
し

か
け
た
。
大
会
は
、
引
続
い
て
学
内
デ
モ
に
移

り
本
部
構
内
を
一
巡
し
た
後
、
本
部
階
下
西
側

の
廊
下
に
闖
入
し
、
入
口
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築

き
、
一
部
学
生
達
は
、
棒
切
れ
や
石
こ
ろ
を
携

帯
し
て
屯
ろ
す
る
に
及
ん
だ
。
こ
の
頃
正
門
道

路
に
は
、
事
態
を
重
視
し
て
、
警
官
隊
が
出
動

し
来
り
、
一
触
即
発
の
情
勢
で
あ
っ
た
が
、
大

学
は
極
力
事
態
を
自
ら
収
拾
せ
ん
が
為
、
警
官

隊
の
引
揚
げ
を
要
請
し
た
。
警
察
側
は
こ
れ
を

諒
と
し
て
引
揚
ぐ
る
に
到
っ
た
が
、
学
生
等
は

解
散
せ
ず
、
更
に
閉
鎖
し
あ
る
法
経
第
一
教
室

に
許
可
な
く
闖
入
し
て
、
学
生
大
会
を
開
催
し

た
。

学
生
側
は
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
き
」、「
棒
切

れ
や
石
こ
ろ
を
携
帯
し
」
た
の
は
、
警
官
隊

の
「
ピ
ス
ト
ル
と
棍
棒
に
抗
し
た
」
自
衛
の

処
置
だ
と
抗
弁
し
て
い
ま
す
（「
京
都
に
お
け

る
反
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
闘
争
」）。
学
生
は
―

　

二
十
七
日
午
後
一
時
再
び
全
学
抗
議
大
会
開

催
等
を
決
議
し
、
大
会
は
午
後
六
時
半
頃
に
到

っ
て
よ
う
や
く
解
散
し
た
。
そ
の
後
学
生
等
は

引
続
き
大
挙
し
て
川
端
署
に
殺
到
し
、
不
穏
な

行
動
に
出
て
遂
に
検
束
者
五
名
を
出
し
た
。
右

の
内
二
名
は
、
深
更
に
及
ん
で
釈
放
さ
れ
た
が
、

三
名
は
送
庁
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

　

翌
二
十
六
日
輔
導
会
議
を
開
催
し
た
結
果
、

同
学
会
執
行
委
員
会
の
活
動
停
止
及
委
員
会
の

改
選
を
命
じ
る
こ
と
と
、
二
十
七
日
に
は
、
た

と
ひ
全
学
学
生
大
会
等
が
企
図
さ
れ
て
も
こ
れ

を
禁
止
す
る
と
共
に
、
一
般
学
生
の
軽
挙
妄
動

を
戒
め
る
旨
の
訓
戒
を
発
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
告
示
を
以
て
発
表
し
た
。（
告
示
第

十
二
号
、
告
示
第
十
三
号
）
又
同
日
懲
戒
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
、
前
日
の
全
学
抗
議
大
会
に

関
連
し
て
学
生
の
本
分
を
守
ら
な
い
行
為
が
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
た
学
生
三
十
二
名
に
対
す
る

懲
戒
処
分
を
決
定
し
公
表
し
た
。（
告
示
第
十
四

号
）

も
ち
ろ
ん
二
七
日
の
朝
、「
同
学
会
は
第
二

回
目
の
全
学
抗
議
大
会
を
同
日
午
後
よ
り
法

経
第
一
教
室
に
開
催
方
の
許
可
を
申
請
し
て

来
た
」。
大
学
は
「
こ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た

が
」、
学
生
等
は
そ
の
禁
止
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず

場
所
を
か
え
て
中
央
図
書
館
前
広
場
に
第
二

全
学
抗
議
大
会
を
強
行
開
催
し
た
」。
こ
こ
で

の
「
司
会
者
及
議
長
は
い
づ
れ
も
懲
戒
処
分

中
の
学
生
が
当
た
り
、
約
二
百
名
の
学
生
が

こ
れ
に
参
加
し
た
」。
大
学
当
局
は
「
閉
会
直

後
」
に
「
解
散
退
去
を
再
度
命
令
し
た
が
、

大
会
は
解
散
の
必
要
な
し
と
決
議
し
て
続
行

し
」
―

「
前
進
座
を
語
る
会
」
事
件
に
つ
い
て
大
学
当

局
は
警
察
に
抗
議
し
謝
罪
文
を
と
る
こ
と
、
大

学
の
行
っ
た
一
切
の
学
生
処
分
を
撤
回
す
る
こ

と
、
放
学
さ
れ
た
同
学
会
水
口
委
員
長
及
現
執

行
委
員
会
を
信
任
す
る
こ
と
、
同
学
会
解
散
反

対
等
の
決
議
を
行
ひ
、
傍
ら
、
検
束
者
に
対
す

る
救
援
資
金
カ
ン
パ
を
行
っ
た
後
、
午
後
二
時

半
頃
大
会
を
終
了
し
た
（
後
略
）。

こ
れ
に
対
し
て
大
学
当
局
は
、
二
八
日
に

懲
戒
委
員
会
を
開
催
し
、「
前
日
の
第
二
全
学

抗
議
大
会
に
関
連
し
て
学
生
の
本
分
を
守
ら

な
い
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
学
生
に

対
し
て
、
懲
戒
処
分
を
決
定
し
直
ち
に
公
表

し
た
。（
告
示
第
十
五
号
）」。
告
示
第
一
四
号

で
は
、「
放
学
」
は
、
水
口
春
樹
（
経
済
）
だ

け
で
し
た
が
、
同
一
五
号
で
は
、
遠
井
彰
（
法

学
）、松
岡
健
一
（
医
学
）、中
原
晃
雄
（
経
済
）

が
「
放
学
」
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
無
期
停

学
で
は
、
中
塚
明
（
文
学
）、
米
田
豊
昭
（
経

済
）
吉
沢
京
夫
（
経
済
）
な
ど
が
お
り
、
榎

並
公
雄
（
経
済
）
も
後
に
加
わ
り
ま
す
。
停

学
に
は
福
富
正
美
（
経
済
）、
譴
責
に
は
青
木

宏
な
ど
が
い
ま
す
。

大
学
当
局
は
、「
実
力
行
使
に
よ
る
学
園
の

秩
序
破
壊
と
、
外
部
勢
力
に
同
調
し
た
一
部

学
生
に
よ
る
学
園
の
政
治
的
利
用
」
が
あ
っ

た
と
、こ
の
「
前
進
座
事
件
」
を
見
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
京
大
同
学
会
は
、「
十
一
月
二
十
五

日
及
び
二
十
七
日
〝
抗
議
大
会
〟
事
件
の
真

相
に
就
い
て
」
と
い
う
文
書
の
な
か
で
、「
今

回
の
学
生
大
量
処
分
は
、
切
迫
す
る
教
授
追

放
の
〝
地
な
ら
し
〟
の
為
の
学
生
レ
ッ
ド
・

パ
ー
ジ
で
あ
る
」
と
と
ら
え
て
い
ま
す
（『
資

料

戦
後
学
生
運
動
二
』）。

（
以
下
次
号
）

９




